
 
 

 

              平成２６年８月２９日 

内閣府（防災担当） 

 

 

平成２６年防災功労者内閣総理大臣表彰の受賞者決定について 

 

 

 標記について、別添のとおり受賞者が決定しましたのでお知らせします。 

 なお、表彰式の日時等については、別途お知らせいたします。 

 

 

※ 防災功労者内閣総理大臣表彰は、『「防災の日」及び「防災週間」について』（昭和 57 年 5
月 11 日閣議了解）に基づき、災害時における人命救助や被害の拡大防止等の防災活動の実施、平

時における防災思想の普及又は防災体制の整備の面で貢献し、特にその功績が顕著であると認め

られる団体又は個人を対象として表彰するものです。 

 

 

【本件問い合わせ先】 

 内閣府政策統括官（防災担当）付 

 参事官（総括担当）付 馬場、加藤、五十嵐、後藤 

 電話：03-3501-5408（直） FAX：03-3503-5690 

記者発表資料 



○　個　人

〔防災体制の整備〕

明治大学大学院　特任教授

中 林 一 樹 （東京都）

アジア防災センター　センター長

濱 田 政 則 （兵庫県）

山口大学  副学長

三 浦 房 紀 （山口県）

香川大学  教授

白 木 渡 （香川県）

○　団　体

〔災害現場での顕著な防災活動〕

（平成２３年台風第１２号における消防団の災害出動）

五條市消防団 （奈良県）

黒滝村消防団 （奈良県）

天川村消防団 （奈良県）

野迫川村消防団 （奈良県）

十津川村消防団 （奈良県）

川上村消防団 （奈良県）

（平成２５年７月豪雨における消防団等の災害出動）

栗原市消防団 （宮城県）

白鷹町消防団 （山形県）

森上区自主防災会 （新潟県）

西伊豆町消防団 （静岡県）

山口市消防団 （山口県）

萩市消防団 （山口県）

（平成２５年８月豪雨における消防団の災害出動）

雫石町消防団 （岩手県）

紫波町消防団 （岩手県）

矢巾町消防団 （岩手県）

（平成２５年８月豪雨等における災害警備活動）

秋田県警察本部 （秋田県）

（平成２５年９月竜巻における消防団の災害出動）

越谷市消防団 （埼玉県）

（平成２５年台風第１８号に伴う竜巻における消防団の災害出動）

熊谷市消防団 （埼玉県）

平成２６年防災功労者内閣総理大臣表彰受賞者名簿



（平成２５年台風第１８号における消防団の災害出動）

敦賀美方消防組合三方消防団 （福井県）

若狭消防組合小浜消防団 （福井県）

伊賀市消防団 （三重県）

大津市消防団 （滋賀県）

高島市消防団 （滋賀県）

（平成２５年台風第１８号等における消防団の災害出動）

栗東市消防団 （滋賀県）

（平成２５年台風第２６号における災害警備活動）

警視庁 （東京都）

（平成２５年台風第２６号における消防団の災害出動）

長生郡市広域市町村圏組合消防団 （千葉県）

大島町消防団 （東京都）

（平成２５年台風第２６号における災害派遣活動）

伊豆大島災統合任務部隊 （東京都）

〔防災体制の整備〕
三郷市自主防災組織連絡協議会 （埼玉県）

本大久保ホームタウン自治会自主防災会 （千葉県）

東伊豆町大川区自主防災会 （静岡県）

豊橋障害者（児）団体連合協議会 （愛知県）

四日市市港地区自主防災組織連絡協議会 （三重県）

桃山学区自主防災会 （京都府）

高知市立潮江中学校

(潮江中学校防災プロジェクトチーム) （高知県）

〔防災思想の普及〕

牛伏鉢伏友の会 （長野県）

以上　４個人、３６団体



個人［防災体制の整備］

関 係 省 庁

なかばやし   　　い　つ　き

　中 林 一 樹

住 所

職 業

氏 名

功 績 概 要

内 閣 府

東京都千代田区

明治大学大学院　特任教授

功 績 の 概 要

　同氏は、都市防災学、都市計画学、まちづくり論を専門
とし、特に災害予防と復興の都市づくり・まちづくりに関
する研究等において優れた業績を残しており、防災行政へ
の有用な提言を行うなど、防災に関して幅広い分野で貢献
された。
　研究活動においては、首都直下地震に係る防災計画論や
密集市街地の防災まちづくり論など極めて高く評価される
一方で、都市計画学会理事、地域安全学会理事などの要職
を務めるなど、同氏の功績は極めて大きいものがある。
  防災行政においては、中央防災会議「首都直下地震避難
対策等専門調査会」座長、「首都直下地震対策検討ワーキ
ンググループ」委員、「首都直下地震対策専門調査会」委
員、東京都防災会議専門委員等を歴任し幅広い知見から数
多くの有用な提言を行い、防災対策の推進に多大な貢献を
した。



個人［防災体制の整備］

関 係 省 庁

は ま だ まさのり

濱 田 政 則

住 所

職 業

氏 名

功 績 概 要

内 閣 府

兵庫県神戸市

アジア防災センター　センター長

功 績 の 概 要

　同氏は、地震防災工学、地盤工学において優れた成果を
残しており、最先端の研究・教育と地域の防災力の向上に
幅広く貢献するほか、防災行政へ有用な提言を行うなど、
防災に関して幅広い分野で貢献された。
　研究活動においては、液状化地盤の側方活動に関する研
究、地表地震断層に対する土木構造物の耐震性向上に関す
る研究等において、その成果は学術的にも極めてレベルの
高いものであり、これらに加え、防災に関連する分野で
は、（社）土木学会会長、日本学術会議 土木工学・建築学
委員会委員長、日本地震工学会副会長の要職を務めるなど
同氏の功績は極めて大きなものがある。
　防災行政においては、中央防災会議「首都直下地震対策
専門調査会」委員をはじめ、「東海地震対策専門調査会」
委員、「東海地震に関する専門調査会」委員、「日本海
溝・千島海溝周辺海溝型地震に関する専門調査会」委員、
「災害被害を軽減する国民運動の推進に関する専門調査
会」委員等を歴任し幅広い知見から数多くの有用な提言を
行い、防災対策の推進に多大な貢献をした。



個人［防災体制の整備］

関 係 省 庁

み う ら ふ さ の り

三　浦　房　紀

住 所

職 業

功 績 概 要

文 部 科 学 省

氏 名

山口県宇部市

山口大学  副学長

功 績 の 概 要

　同氏は、災害時の情報の重要性を早くから認識し、平成
１３年より総務省中国総合通信局と共に災害時の防災情報
システムの在り方の研究に取り組み、高齢者や障害者のよ
うな災害弱者の安全を守るための防災情報システムの開発
を進めている。
　さらに、平成２１年からは宇宙航空研究開発機構(ＪＡＸ
Ａ)と衛星リモートセンシング技術を用いた災害情報収集、
処理、伝達に関する先進的な共同研究を行うとともに、平
成２５年に組織されたＪＡＸＡの「大規模災害衛星画像解
析ＷＧ」の委員長を務めるなど、防災対策の推進に多大な
貢献をした。



個人［防災体制の整備］

関 係 省 庁

し ら き わ た る

白　木　　　渡

住 所

職 業

功 績 概 要

文 部 科 学 省

氏 名

香川県高松市

香川大学  教授

功 績 の 概 要

　同氏は、信頼性工学の第一人者として、社会基盤施設・
設備の信頼性設計の推進（ハードウエア対応）、災害発生
時の避難誘導対策の強化（ソフトウエア対応）、防災・危
機管理の人材育成（ヒューマンウエア対応）という三位一
体対応の重要性を提唱し、学会活動等を通して防災・危機
管理の教育研究の普及並びに地域貢献活動において優れた
成果を残している。
　また、土木学会では、安全問題委員会委員長、日本材料
学会では、信頼性工学部門委員会委員長のほか、学会や各
種団体の要職を歴任するなど、学会に対しても多大な貢献
をしている。
　さらに、平成２０年４月に、香川大学危機管理研究セン
ターの設立とともに初代センター長に就任し、国、県、市
町の行政機関は勿論、学校、地域コミュニティと連携して
地域防災力向上に多大な貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

さ く ら い と し ふ み

団 長 櫻　井　利　文

功 績 概 要

消 防 庁

代 表 者

五條市消防団

奈良県五條市

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２３年９月台風１２号の影響での深層
崩壊による災害に際し、行方不明１１名の捜索のため、紀
伊半島で記録的豪雨となった約２ヶ月に延べ１，６４２名
を出動させた。
　土砂ダムが形成され決壊の恐れのある極めて危険な状況
の下、河川内等で行方不明者の捜索活動を行うとともに、
避難地区の避難誘導・警戒、さらに、災害発生から1年ごと
に行方不明者の一斉捜索も実施するなど二次災害の防止に
多大な貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

な か い い ち ろ う

団 長 中 井 一 郎

功 績 概 要

消 防 庁

代 表 者

黒滝村消防団

奈良県吉野郡黒滝村

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２３年９月台風１２号に際し、紀伊半
島で記録的豪雨となったが、４日間延べ１２０名が出動
し、降り続く豪雨という極めて困難な状況の下、昼夜にわ
たり水防活動を行うとともに、住民の避難誘導、流倒木の
除去等を行い、一人として人的被害を出さず、被害の軽減
に多大な貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

こ や と し み

団 長 小 屋 敏 巳

功 績 概 要

消 防 庁

代 表 者

天川村消防団

奈良県吉野郡天川村

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２３年９月台風１２号に際し、紀伊半
島で記録的豪雨となったが、１３日間延べ８５５名が出動
し、降り続く豪雨により村内各所で土砂が民家・国道に流
出して通行不能や床下浸水となる中、昼夜にわたり排水作
業や土嚢積み等にを行い、被害の軽減に多大な貢献をし
た。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

つ も り よ し な お

団 長 津 守 良 直

功 績 概 要

消 防 庁

野迫川村消防団

奈良県吉野郡野迫川村

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２３年９月台風１２号に際し、紀伊半
島で記録的豪雨となったが、８３日間延べ４８４名が出動
し、降り続く豪雨という極めて困難な状況の下、昼夜にわ
たり住民の避難誘導、炊き出し、食料の調達、危険個所で
の警戒等を行い、一人として人的被害を出さず、被害の軽
減に多大な貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

く り す た だ す

団 長 栗　栖　　規

功 績 概 要

消 防 庁

十津川村消防団

奈良県吉野郡十津川村

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２３年９月台風１２号に際し、紀伊半
島で記録的豪雨となったが、８８日間にわたり、延べ２，
４４５名を出動させた。
　豪雨の中、昼夜にわたり住民の避難誘導、危険個所での
警戒、増水した河川に押し流された住宅から３名の住民を
救出するとともに、その後、行方不明者の捜索活動も長期
に行い、被害の軽減に多大な貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

く り や ま ひ で お

団 長 栗　山　秀　夫

功 績 概 要

消 防 庁

川上村消防団

奈良県吉野郡川上村

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２３年９月台風１２号に際し、紀伊半
島で記録的豪雨となったが、５日間延べ２１９名が出動
し、降り続く豪雨という極めて困難な状況の下、昼夜にわ
たり水防活動を行い、土嚢積みや排水処理、倒木撤去によ
る道路交通の確保、住民の避難誘導を行い、一人として人
的被害を出さず、被害の軽減に多大な貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

さ か も と な が お

団 長 坂　本　長　男

功 績 概 要

国 土 交 通 省

栗原市消防団

宮城県栗原市

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２５年７月豪雨災害に際し、４日間延
べ４１９名の団員が出動し、土砂崩れや河川の越水、道路
冠水により交通が寸断される困難な状況下において、昼夜
にわたり土嚢積み、シート張り等の水防工法やポンプによ
る排水作業といった水防活動を行い、住宅・水田への冠水
被害を最小限に防ぎ、一人として人的被害を出さず、被害
の軽減に多大な貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

た い ら も り か ず

団 長 平　　盛　和

功 績 概 要

消 防 庁

白鷹町消防団

山形県西置賜郡白鷹町

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２５年７月豪雨災害に際し、１１日間
延べ１，３６３名の団員が出動し、降り続く豪雨という極
めて困難な状況下において、昼夜にわたり土嚢積み、ポン
プによる排水、土石流に巻き込まれ負傷した住民２名の救
出、住民の避難誘導を行い、一人として人的被害を出さ
ず、被害の軽減に多大な貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

う め ざ わ せ い い ち

会 長 梅　沢　清　一

功 績 概 要

国 土 交 通 省

森上区自主防災会

新潟県長岡市

代 表 者

功 績 の 概 要

　同自主防災会は、平成２５年７月豪雨災害に際し、１２
名の会員が出動し、豪雨の降り続く危険な状況の下、大規
模地すべりにより全壊した住宅に人が閉じ込められている
ことを発見、消防署に通報するとともに住民２名を救出
し、残り１名もチェーンソーなどの救助資機材を持ち寄り
消防隊員と一体となり救助し、一人として人的被害を出さ
ず、被害の軽減に多大な貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

は っ と り し ん い ち

団 長 服　部　信　一

功 績 概 要

消 防 庁

西伊豆町消防団

静岡県賀茂郡西伊豆町

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２５年７月豪雨災害に際し、６日間延
べ３５９名の団員が出動し、気温３０度を超える猛暑の
下、土嚢積み、河川の氾濫により冠水した道路に残った土
砂の撤去作業を行い、一人として人的被害を出さず、被害
の軽減に多大な貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

か わ む ら ひ ろ つ ぐ

団 長 河　村　博　次

功 績 概 要

消 防 庁

山口市消防団

山口県山口市

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２５年７月豪雨災害に際し、１１日間
延べ３７５名の団員が出動し、これまでに経験のしたこと
ない豪雨の中、市内全域における浸水場所での水防活動
や、避難誘導及び復旧に向けた清掃用水の配給活動、ま
た、ボートによる救出活動を行い、一人として人的被害を
出さず、被害の軽減に多大な貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

や ま ね か つ よ し

団 長 山　根　勝　美

功 績 概 要

国 土 交 通 省

萩市消防団

山口県萩市

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２５年７月豪雨災害に際し、１４日間
延べ５０７名の団員が出動し、１時間１００ｍｍを超える
集中豪雨による堤防決壊や河川の越水で地域の大部分が濁
流に没する困難な状況下において、住民の避難誘導、孤立
した高齢者集落への飲料水・食料の運搬、一軒ずつ回った
住民の安否確認等の人命救助活動を行い、被害の軽減に多
大な貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

さ か い ひ さ え い

団 長 坂　井　久　榮

功 績 概 要

消 防 庁

雫石町消防団

岩手県岩手郡雫石町

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２５年８月豪雨災害に際し、４日間延
べ３１０名の団員が出動し、これまでに経験したことの無
いような豪雨により発生した濁流や溢水の中、迅速に警戒
パトロールに出動し、交通誘導や排水作業、土のう積み作
業を行った。また、災害後も水路を塞いだ土砂の撤去作業
等早期復旧に向けた活動を行い、被害の軽減に多大な貢献
をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

あ べ よ し な お

団 長 阿　部　悦　尚

功 績 概 要

消 防 庁

紫波町消防団

岩手県紫波郡紫波町

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２５年８月豪雨災害に際し、３日間延
べ７０７名の団員が出動し、降り続く豪雨という極めて困
難な状況の下、昼夜にわたり土嚢積み、孤立した住民の避
難誘導、土砂の撤去作業を行い、被害の軽減に多大な貢献
をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

す が わ ら さ と る

団 長 菅　原　　　覚

功 績 概 要

消 防 庁

矢巾町消防団

岩手県紫波郡矢巾町

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２５年８月豪雨災害に際し、４日間延
べ２９１名の団員が出動し、迅速な警戒パトロール、昼夜
にわたり水防活動、住民の避難誘導、ポンプ車を使用した
土砂の撤去作業、浸水した家屋の消毒作業や浸水ごみ、土
砂の撤去作業を行い、一人として人的被害を出さず、被害
の軽減に多大な貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

こ じ ま の り あ き

警 察
本 部 長 小 嶋 典 明

功 績 概 要

警 察 庁

秋田県警察本部

秋田県秋田市

代 表 者

功 績 の 概 要

　同本部は、平成２５年８月豪雨災害に際し、早期に災害
警備本部を設置し、警備体制の早期確立を図るとともに、
発災から５日間延べ約２７０名を現地に派遣し、被害情報
の収集、被災者の救出救助、行方不明者の捜索、交通整
理・誘導等の活動を行った。
　また、同年１１月の土砂崩れ災害に際しても、速やかに
災害警備連絡室を設置し、発災から５日間延べ約４３０名
を現地に派遣するとともに、プレスセンターを開設し行方
不明者の捜索状況を国民に的確に伝え、行方不明者家族の
心情に配慮した対応を実施するなど、迅速・的確な救助活
動、捜索活動等に多大な貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

ひらばやし てるまさ

団 長 平　林　　照　雅

功 績 概 要

消 防 庁

越谷市消防団

埼玉県越谷市

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は平成２５年９月竜巻災害に際し、災害発生か
ら２９日間延べ６７４名が出動し、倒れた電柱や電線によ
る感電等の２次災害の恐れのある極めて危険な状況の下、
倒壊した建物に人が取り残されていないか確認するととも
に、被災した建物へブルーシートを配布、飛散物や瓦礫を
撤去するなど、被害の軽減に多大な貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

せ き ね せ い い ち

団 長 關　根　誠　一　

功 績 概 要

消 防 庁

熊谷市消防団

埼玉県熊谷市

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２５年９月竜巻被害と台風１８号の風
水害被害に際し、１５日間延べ９７２名の団員が出動し、
被害情報の収集、住民の避難誘導、昼夜にわたる水防活
動、竜巻により被災した建物の台風による２次被害の防止
活動、被災地の夜警巡回活動を行い、被害の軽減に多大な
貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

お お う え た だ お

団 長 大　上　忠　雄

功 績 概 要

消 防 庁

敦賀美方消防組合三方消防団

福井県三方上中郡若狭町

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２５年９月台風１８号の影響による集
中豪雨に際し、２日間延べ３１２名が出動し、降り続く豪
雨という極めて困難な状況下において、昼夜にわたり水防
活動を行うとともに、ホテル等に孤立した宿泊客８７名を
ゴムボートで迅速に救助するなど、一人として人的被害を
出さず、被害の軽減に多大な貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

た け な か よ し ひ ろ

団 長 竹　中　嘉　浩

功 績 概 要

消 防 庁

若狭消防組合小浜消防団

福井県小浜市

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２５年９月台風１８号の影響による集
中豪雨に際し、３日間延べ６４８名が出動し、降り続く豪
雨という極めて困難な状況下において、市内各所で発生し
た水防事案に一丸となって土のう積み等の水防活動、自主
避難の呼びかけ、高齢者等の要援護者を避難所に搬送する
など、一人として人的被害を出さず、被害の軽減に多大な
貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

い ち か わ た か し げ

団 長 市　川　隆　成

功 績 概 要

消 防 庁

伊賀市消防団

三重県伊賀市

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２５年９月台風１８号の影響による集
中豪雨に際し、２日間延べ１，６１７名が出動し、降り続
く豪雨という極めて困難な状況下において、昼夜を問わず
土のう積み等の水防活動を行い、床上浸水した４５世帯の
住民を避難誘導するなど、一人として人的被害を出さず、
被害の軽減に多大な貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

め か た い さ む

団 長 目　片　　勇

功 績 概 要

消 防 庁

大津市消防団

滋賀県大津市

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２５年９月台風１８号の影響による集
中豪雨に際し、６日間延べ１，００６名が出動し、降り続
く豪雨という極めて困難な状況下において、土嚢積み等の
水防活動を行うとともに、土砂の流入した住宅からの救助
救出活動、住民の避難誘導を行い、被害の軽減に多大な貢
献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

み や の ま さ ひ ろ

団 長 宮　野　正　博

功 績 概 要

消 防 庁

高島市消防団

滋賀県高島市

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２５年９月台風１８号の影響による集
中豪雨に際し、２日間延べ３６３名が出動し、降り続く豪
雨という極めて困難な状況下において、土嚢積み等の水防
活動を行うとともに、道路冠水により孤立した住宅からの
救助救出活動、住民の避難誘導を行い、被害の軽減に多大
な貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

や ま も と つ ぎ お

団 長 山　本　次　夫

功 績 概 要

消 防 庁

栗東市消防団

滋賀県栗東市

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２５年９月台風１８号、その後の２６
号、２７号の影響による集中豪雨に際し、８日間延べ１３
２名が出動し、降り続く豪雨という極めて困難な状況下に
おいて、昼夜にわたり水防活動を行うとともに、山崩れに
よる行方不明者の捜索活動、住民の避難誘導を行い、被害
の軽減に多大な貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

た か つ な な お よ し

警 視
総 監 高 綱 直 良

功 績 概 要

警 察 庁

警視庁

東京都千代田区

代 表 者

功 績 の 概 要

　同庁は、平成２５年１０月台風２６号による大島町の災
害に際し、災害警備本部を設置して警備態勢の早期確立を
はかるとともに、いち早く警察用航空機で特殊救助隊を派
遣して、被災者の救出救助に当たったほか、順次機動隊等
の部隊を派遣し、行方不明者の捜索、交通整理、避難誘導
等の活動を行った。
　また、被災地内の治安対策を実施するなど、発災当初か
ら１ヶ月間延べ約６，０００人の警察職員を動員して、都
民の安全確保と都民に対する積極的な情報発信を行い、都
民の安心感の醸成に努め、被災者支援に多大な貢献をし
た。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

お だ か と し ひ ろ

団 長 小　高　利　広

功 績 概 要

消 防 庁

長生郡市広域市町村圏組合消防団

千葉県茂原市

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２５年１０月台風２６号の影響による
集中豪雨に際し、２日間延べ４２２名が出動し、降り続く
豪雨という極めて困難な状況下において、昼夜にわたり水
防活動を行うとともに、河川の増水により孤立した２０７
名の住民の避難誘導を行い、一人として人的被害を出さ
ず、被害の軽減に多大な貢献をした。



団体［災害現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

よ し だ よ し し げ

団 長 吉　田  喜　重

功 績 概 要

消 防 庁

大島町消防団

東京都大島町

代 表 者

功 績 の 概 要

　同消防団は、平成２５年１０月台風２６号の影響による
集中豪雨に際し、１７日間延べ２，９７４名が出動し、降
り続く豪雨と二次災害の発生が懸念される極めて困難な状
況下において、昼夜にわたり被災した住民の救助・捜索・
警戒活動に従事した。
　同消防団員には建設業に従事している者が多く、自ら重
機を操縦して土砂、流木、がれきの撤去、救出経路の確保
などに多大な貢献をした。



団体［防災現場での顕著な防災活動］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

い そ べ こ う い ち
東 部 方 面
総 監 陸 将 磯 部 晃 一

功 績 概 要

防 衛 省

代 表 者

伊豆大島災統合任務部隊

東京都練馬区

功 績 の 概 要

　同部隊は、平成２５年１０月台風２６号の影響による集
中豪雨により発生した土砂災害に際し、平成２５年１０月
１６日から１１月１６日までの間、陸海空自衛隊の一元的
運用等により機動的に展開し、延べ６４，０１３名を派遣
し、人命救助、行方不明者の捜索、患者の輸送、給水支
援、物資輸送等各種支援活動を実施し、被災地住民の安全
確保及び生活基盤の確保に多大な貢献をした。



団体［防災体制の整備］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

な か む ら と し ひ で

会 長 中 村 智 英

功 績 概 要

内 閣 府

三郷市自主防災組織連絡協議会

埼玉県三郷市

代 表 者

功 績 の 概 要

　同連絡協議会は、地域防災力の向上を目指した自主防災
組織による自発的な訓練を推進するための地域防災リー
ダーの養成を目的に、「自主防災訓練指導者養成講座」を
開設し、防災リーダーとしての技術習得の場を提供してこ
れまでに多くの人材を輩出している。
　これにより指導者相互ネットワークの構築、自主防災組
織の中で指導者が育成されるなど、次に伝えていく指導者
育成のシステムが構築された。
　さらに、市内７ブロックの自主防災会の情報交流会、官
民が連携した啓発事業の実施など、多様な取り組みを行っ
ており、自主防のスローガンである自助、共助を実践して
いるものであり、他の自主防災組織の模範となっており、
地域の防災力向上に多大な貢献をした。



団体［防災体制の整備］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

は せ が わ き よ じ

会 長 長 谷 川 清 次

功 績 概 要

消 防 庁

本大久保ホームタウン自治会自主防災会

千葉県習志野市

代 表 者

功 績 の 概 要

　同自主防災会は、平成２０年から自治会役員とは別立て
の専任制自主防災会を組織した。組織化に当たって、専任
の防災委員に加え、緊急時に出動する協力委員、さらには
自治会役員・班長を含めて統制できるよう地域ブロック制
を導入した。
　自治館内に防災センターを設置し、災害発生時における
被害状況の早期把握と早期支援体制構築の際に、ＩＴツー
ルを積極的に利活用しており、講習会や訓練などにも積極
的に取り組むなど、その活動は、自主防のスローガンであ
る自助、共助を実践しているものであり、他の自主防災組
織の模範となっており、地域の防災力向上に多大な貢献を
した。



団体［防災体制の整備］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

い い だ い さ お

会 長 飯 田 伊 三 男

功 績 概 要

内 閣 府

東伊豆町大川区自主防災会

静岡県賀茂郡東伊豆町

代 表 者

功 績 の 概 要

　同防災会は、地域の地理的特性や、住民生活形態など実
情を考慮しながら、町委嘱防災委員、地区消防団、住民、
婦人団体等、地区内の関係機関と連携し、自主防災活動に
取り組んでいる。
　地域内に医療施設が無いことから、災害時の応急救急に
対応できるよう、住民の中から看護師資格を持っている住
民の協力を得て救護班を作ったり、隣市の八幡野漁師会と
海上輸送の協定の締結、ヘリポートの確保など、地域の特
性(孤立化)を考慮した体制の整備に尽力した。
　また、地域の中・高校生も参加した避難行動要支援者の
避難支援や安否確認訓練を実施するとともに、町内の「伊
豆レスキューバイク隊」との合同訓練を実施するなど、そ
の活動は、自主防のスローガンである自助、共助を実践し
ているものであり、他の自主防災組織の模範となってお
り、地域の防災力向上に多大な貢献をした。



団体［防災体制の整備］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

や ま し た と お る

会 長 山 下 徹

功 績 概 要

消 防 庁

豊橋障害者（児）団体連合協議会

愛知県豊橋市

代 表 者

功 績 の 概 要

　同協議会は、平成２１年度から豊橋市障害者福祉会館
（さくらピア）指定管理に伴い、様々な障害者防災啓発事
業を継続的に企画・実施している。
　特に、過去５年間にわたり開催している「さくらピア避
難所体験」（第１８回防災まちづくり大賞総務大臣賞受
賞）では、障害当事者が主役となり、福祉避難所宿泊体
験、障害種別ごとのディスカッションなど、「障害者の会
館」としての特性を生かした、実践的な防災訓練を行って
いる。
　また、東日本大震災に関連し、追悼セレモニー、障害者
の防災を考える集いを開催し、被災障害者を考える場とし
て、「要支援者防災」の必要性を訴えるなど、障害者を取
り巻く地域の防災力向上に多大な貢献をした。



団体［防災体制の整備］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

お く む ら よ し た か

会 長 奥 村 吉 孝

功 績 概 要

内 閣 府

四日市市港地区自主防災組織連絡協議会

三重県四日市市

代 表 者

功 績 の 概 要

　同連絡協議会は、災害時の被害状況を想定した自主防災
体制づくりや、個人・家族の行動、避難所などの具体的か
つ詳細なマニュアルを作成し、各戸に配布している。ま
た、災害時要援護者には、福祉と防災を一体化した「港地
区支え合いカード」を作成し、カードを基に家庭訪問を実
施するなど、支援体制の強化に尽力している。
　四日市市港地区は、危険物を扱う施設が多く、沿岸部の
埋立地という立地条件を踏まえ、事業所と連携して、合同
防災訓練や図上訓練の実施及び個別課題について話し合う
連携会議を開催してきた。
　さらに、「いきいき防災講座」、「ロコモーショント
レーニング（体力つくり）」など、高齢者を対象とした防
災意識啓発を実施しており、その活動は、自主防のスロー
ガンである自助、共助を実践しているものであり、他の自
主防災組織の模範となっており、地域の防災力向上に多大
な貢献をした。



団体［防災体制の整備］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

き た む ら ま さ よ し

会 長 北 村 正 義

功 績 概 要

内 閣 府

桃山学区自主防災会

京都府京都市

代 表 者

功 績 の 概 要

　同自主防災会は、社会福祉施設と連携し、大規模災害発
生時における相互支援協力体制を構築して定期的な訓練を
実施するとともに、防災訓練を通じて児童生徒の防災への
関心を高め、将来の災害に強いひとづくり、まちづくりに
尽力している。
　具体的には、社会福祉協議会との共催による防災講演会
の開催、地元中学生と消防団による実践的な実動訓練の実
施、直近の避難所が分かりやすい防災マップづくりなど、
その活動は、自主防のスローガンである自助、共助を実践
しているものであり、他の自主防災組織の模範となってお
り、地域の防災力向上に多大な貢献をした。



団体［防災体制の整備］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

さ か も と し ょ う じ

校 長 坂 本 昌 二

功 績 概 要

消 防 庁

高知市立潮江中学校（潮江中学校防災プロジェクトチー
ム）

高知県高知市

代 表 者

功 績 の 概 要

　同校は、平成２３年の東日本大震災を契機に、地域全体
の防災意識をさらに高めるべく、地域の学校との学習会の
実施や企業との連携、地域高齢者を支援しながらの避難訓
練等、地域に根ざした多岐にわたる防災活動を行ってい
る。
　近い将来に発生が懸念されている南海トラフ大地震にお
いて、少しでも被害を軽減させるため、地震啓発ポスター
の作成、学校内に約５０の防災関連商品を展示した防災展
示館の開設など、防災意識の啓発や地域防災力の向上に多
大な貢献をした。



団体［防災思想の普及］

関 係 省 庁

名 称

所 在 地

か と う て る か ず

会 長 加 藤 輝 和

功 績 概 要

国 土 交 通 省

代 表 者

牛伏鉢伏友の会

長野県松本市

功 績 の 概 要

　同会は、平成１５年の発足以来、登録有形文化財に指定
されていた砂防施設「牛伏川階段工」（平成２４年７月
国の重要文化財に指定）周辺の草刈りや清掃などの維持管
理、明治時代に造られた歴史的砂防施設の発掘・維持保全
を行った。
　整備された現地では、地元こども育成会による野外活動
の実施や、市民対象の施設見学会を実施するなど、砂防施
設に実際に触れる機会を積極的に創出し、地域住民への土
砂災害防止意識の向上に大きく寄与するなど、防災思想の
普及に多大な貢献をした。
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